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研究成果の概要（和文）：インドネシアのマカッサル市の母子保健指標の向上を目指してマカッサル市の都市部
の保健所及び母子病院各2施設の母子健康診査に関与する保健医療専門職を対象に健康診査に関する質問紙調査
を実施した。その結果、キーパーソンである助産師の指導内容に統一性がないことが分かった。次に同施設の健
診主担当の助産師5名を対象に妊産婦死亡リスクである出血、高血圧、貧血に対する指導内容についてインタビ
ュー調査を実施した結果、個々の助産師の指導内容が不統一であり、栄養指導も不十分であることがわかった。
その改善のために高血圧や貧血予防のインドネシア版リーフレットを作成しマカッサル市を通して保健所で配布
し活用することができた。

研究成果の概要（英文）：Aiming at improving raise the level of maternal and child health in Makassar
 City, Indonesia, a questionnaire survey on health checkups was conducted for health care 
professionals involved in maternal and child health examination at two public health centers and 
maternal and child hospitals. As a result, it was found that there was no consistency in the 
guidance contents of midwives who are key persons. And a result of interview survey about bleeding, 
hypertension, and anemia which are maternal death risks study with 5 midwives who are in charge of 
health examiners at the facility, the contents of the guidance of individual midwives are 
inconsistent and the nutritional guidance is also inadequate. In order to improve that, I created an
 Indonesian version leaflet for hypertension and anemia prevention and I was able to distribute it 
at the public health center through Makassar City.
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１． 研究開始当初の背景 
(1)研究当初のインドネシアの人口は世界第 4
位であり、2010 年の人口構成は保健省によ
れば、0-14 歳が 28.9％、15-64 歳が 66.1％、
65 歳以上が 5.0％で平均寿命は 71 歳、合計
特殊出生率 2.4 で経済成長率は 6.38（日本：
4.19）と高く、成長著しい新興国であった。
しかし、母子保健の水準を示す乳児死亡率
（Infant Mortality Rate：IMR）は 2009 年
に 30、妊産婦死亡率（Maternal Mortality 
Rate：MMR）は 240 と ASEAN 諸国の中で
も高い数値を示し問題を抱えていた。   
2000 年に貧困対策など 8 目標を掲げた国連
ミ レ ニ ア ム 開 発 目 標 （ Millennium 
Development Goals：MDGs）の目標 4 は
IMR の削減（MDG4）、目標 5 は MMR の削
減（MDG5）で、MDG4 は「5 歳未満児の死
亡率を 2015 年までに 3 分の 1 に削減」し、
MDG5 では「妊産婦の死亡率を 2015 年まで
4 分の 1 に削減」することを目指していた。
しかし、2010 年の中間発表ではインドネシ
アの IMR は 68 から 34 に、5 歳未満児の死
亡率は97から44に半減したが、MMRは390
から228へ減少したものの目標値の102には
届かなかった。 
 
(2)インドネシアでは 2011 年から妊産婦健診
や出産費用が無料化され、プスケスマス
（Puskesmas）と呼ばれる保健所やポシアン
ドウ（Posyandu）と呼ばれる保健支所で妊
婦や乳幼児の健診、予防接種などが実施され、
異常がある場合は母子病院に紹介になるシ
ステムであったが、その当時は健診業務を実
施していた母子病院に比べて、保健所や保健
支所は設備や人材も不足していた。調査地域
である南スラウェシ州マカッサル市は人口
約 120 万人で、その当時 38 の保健所と 24
の母子病院があり、母子保健サービス提供が
開始されたばかりの状況にあった。その中心
となっていたのは約200人の助産師で伝統的
産婆（Traditional Birth Attendants：TBA）
に変わり大きな役割を担い始めていた。日本
政府はインドネシアに対する開発援助国
（Official Development Assistance：ODA）
として最大の供与国であり独立行政法人・国
際 支 援 機 構 （ Japan International 
Cooperation Agency：JICA）と共に母子保
健手帳の普及や予防接種、健康診査などに力
を入れていた。それに準じて現地の大学を通
じて日本の大学からも支援活動が拡大し始
め、母子保健改善に向けて期待が高まった。
そこで、新潟医療福祉大学の研究者 2 名と金
沢大学大学院の研究者 2 名が、マカッサル市
にある国立ハサヌディン大学を通して、本研
究である母子保健への支援活動を開始した。 
 
２．研究の目的 
インドネシアのマカッサル市の母子保健水
準向上に寄与するために、以下の 3点を目的
とした。 

                
(1) インドネシア共和国、マカッサル市の母 
子健康診査項目と母子保健の課題を明らか
にすること 
 
(2) インドネシア共和国マカッサル市の妊婦 
健康診査指導に対する助産師の認識とその
背景を明らかにすること 
 
(3)課題への改善策として保健所の母親学級
開催とその評価及び助産師の健診時の指導
用リーフレットの作成と配布を行うこと 
 
3．研究の方法 
(1)マカッサル市の都市部の保健所及び母子
病院各2施設の母子健康診査に関与する保健
医療専門職を対象とした母子健康診査の内
容と母子保健の課題に関する質問紙調査を
実施する 
 
(3) 保健所および母子病院の助産師を対象に、 
妊産婦死亡の関連因子である高血圧や貧血、
出血などの項目ごとに実施している指導内
容について半構造的インタビューを実施し
SCAT（Steps for Coding and Theorization）
による質的分析を実施する。 
 
(3)調査を実施した保健所 2施設で研究(1）
で得られた知見をもとに母親学級を開催し
その効果について事前事後評価を行う。また、
研究(2）の結果をもとに助産師が妊産婦に配
布する指導用リーフレット（インドネシア語
版）を作成し試供配布を行う。 
  
４．研究成果 
(1)保健所では母子病院に比較して専門職の 
数や健診項目が少なく、設備が不十分である 
ことが明らかになった。また課題認識に関し 
ては表1に示したように妊婦の貧血や乳児の 
誤嚥事故、川の事故の多さに対する認識も母 
子病院に比して有意に低いことがわかった。 
調査当時は調査対象の保健所も母子病院も 1 
次医療機関として健診業務と医療サービス 
提供を行っていたが、2014 年以降の国民皆保 
険制度の導入により保険加入者は1次医療機 
関として保健所を最初に受診し紹介により 2 
次、3次医療機関の高度な母子病院を受診で 
きるようなシステムとなった。したがって、 
保健所及び保健支所が予防・診療活動をすべ 
て担うことになったため今回の研究成果で 
明らかにされた保健所の人材や設備の不十 
分な点について、一部改善され、2016 年に施 
設の改修や超音波検査の導入がなされた。し 
かし、人材不足に関しては慢性的な医師不足 
は依然として続いており、助産師を中心とし 
た母子健診(写真 1、写真 2)に変わりはない 
ため、特に MMR の改善のためには妊産婦に 
対する助産師の指導力が重要と考えられ研 
究(2）の計画に至った。 
 



 
 
 
               
 

 
写真 1 健診場面 1   写真 2 健診場面 2 

 
(2)研究(1)の結果を受けて、本研究ではイン 
ドネシア共和国マカッサル市で妊婦健康診 
査を実施する助産師の、妊婦指導に対する認 
識やその背景を明らかにした。方法は保健所 
および母子病院の助産師を対象に、妊産婦死 
亡の関連因子である高血圧や貧血、出血など 
の項目ごとに実施している指導内容につい 
て半構造的インタビューを実施し、SCAT 
（Steps for Coding and Theorization）1） 
による質的分析を行った。その結果 MMR の 
原因で最も多い出血に対して政府のあらた 
な保健政策が保健所・母子病院両施設の助産 
師にも意識化され、期待を持って受け止めら 
れていることや、妊婦の低栄養と過剰栄養の 
両方に対処する栄養問題の二重負担は途上 
国の特徴であり体重管理を適切に行うこと 
は助産師の大きな役割となっていること、保 
健所と母子病院では施設機能の違いから保 
健所の助産師は妊婦の高血圧や低血圧は少 
ないと認識しておりそのため指導内容も母 
子病院に比べて不十分であることが示唆さ 
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3)母親学級は調査対象であった保健所 2 施
設で実施した。母親学級の参加者は各保健所
12 名ずつの妊婦で、合計 24 名を対象に母親
学級の事前事後にアンケートを実施した。分
析の結果、各項目別平均値が有意に上昇した
のは「健診日をチェックする」（ｐ＜0.03）、
「母子健康手帳を持参する」（ｐ＜0.05）、「外
出後はうがいをする」（ｐ＜0.01）、「できる
だけ野菜をとる」（ｐ＜0.01）の 4 項目であ
った。母子健診では日本から導入された母子
健康手帳が広範囲に普及しているが、健診の
際に持参しないことや、家族の協力が得られ
ないことが課題となっている。母子健康手帳
に関しては持参の必要性が指導後有意に上
昇し効果が示唆されたが家族の協力に関す

る項目は低いままであった。手洗いの習慣に
ついては、様々な医療施設や保健施設、学校
などで啓蒙が進んでいるが、うがいの習慣は
イスラム教のお祈りの時に口をゆすぐ慣習
はあるものの、外出後のうがいの習慣がなく、
今回携帯用コップを配るなどした効果が見
られた。食事に関しては野菜をとる習慣があ
まりないので意識を少し高められたことが
今回の調査で示唆された。母親学級などの集
団指導を利用した住民への教育活動の充実
化が一層求められる。研究(2)を受けて、助
産師の指導用リーフレットを作成し政府機
関であるマカッサルの保健市役所の許諾を
得て調査を実施した保健所2施設に配布し試
供を行った（写真 3、写真 4）。リーフレット
のタイトルは「安全な出産のために伝えたい
こと」とし、「妊婦と血圧」、「妊婦健診」の
サブタイトルで、妊婦の高血圧と低血圧につ
いて詳細に説明しその予防について解説し
たものと、「妊婦健診」の必要性および母子
保健手帳の利用方法について概説した内容
であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
     写真 3 リーフレット 表紙（外側） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  写真 4 リーフレット 指導内容（内側）  
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